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【棚割モデル一覧の作成方法】 
現在データベースにある棚割モデルを一覧に出力することはできるでしょうか。 

「確定」状態になっていないモデルはどれかを整理したいのですが。 

 

→GXから棚割モデルを一覧に出力し、容易に他ツールで利用することができます。 

棚割モデル開く画面などの一覧表にて一覧をクリップボードにコピーし、Excelツールなどの他ツールへ貼りつけると、棚割モデ

ルの一覧表として活用することが可能です。 

一覧表に出力する項目を調整することもできるので、用途に合わせてご利用ください。 

【GX Ver10以降】採用店舗の一覧が出力可能になりました。 
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1. 棚割モデル一覧の作成方法 
1.1. 棚割モデル一覧作成までの手順 
 
(1) メニュー[モデル]-[棚割モデルを開く]を選択してください。 

 

本メニュー以外にも、同様の作業が行えるメニューが多数あります。お試しください。 

[棚割モデルを開く]を 

選択してください 

以下のメニューでも同様に実行できます。

マスター管理「棚割モデル」 
「棚割モデル復元／破棄」 
「棚割モデルロック解除」 
メニュー[モデル]-[商品改廃]、 

[棚割モデル複写] など… 
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(2) [棚割モデル 開く画面]が表示されます。目的に合った検索項目を設定し、[検索]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[検索]ボタンをクリック 

してください 

任意の検索項目を 

入力します 

[店舗棚割も含めて検索] 

チェックボックスをONにすると、 

店舗棚割も検索対象に含みます 
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(3) 検索結果一覧内で右クリックしてください。 

 

 

検索結果一覧の中で 

右クリックしてください 
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(4) 右クリックメニューが表示されます。[一覧をクリップボードにコピー]を選択してください。 

 

 

右クリックメニュー 

[一覧をクリップボードに

コピー]を選択します 
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1.2. 他ツールへの貼り付け 
 

(1) Excelを起動します。  [貼り付け]ドロップダウンボタンをクリックしてください。 

 

テキストの貼りつけが行えるプログラムであれば、Excel以外でも結構です。 

[貼り付け]ドロップダウンボタン 

をクリックしてください 

メモ帳、Wordなど、テキストが 

貼りつけられるプログラムであれば 

何でも結構です。 
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(2) [テキストのみ保持]メニューを選択してください。 

 

 

[テキストのみ保持] 

 を選択してください 
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(3) 検索結果一覧の内容が貼りつけられました。 

 

貼りつけ後は、Excelの機能を用いて加工することが可能になります。 

貼りつけが行われました 
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2. 一覧の項目変更設定 

(1) 検索結果一覧の項目は、任意に変更することが可能です。メニュー[システム]-[ユーザー環境設定]を選択してください。 

 

 

[ユーザー環境設定]を 

選択してください 
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(2) [ユーザー環境設定画面]が表示されます。ツリーメニューから[全般]-[棚割モデル一覧表示設定]をクリックしてください。 

 

 

 
[棚割モデル一覧表示設定]を

クリックしてください 
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(3) 表示内容が「棚割モデル一覧表示設定」に変わります。[未選択項目]から任意の項目を選択し、[＞]をクリックしてください。 

 

ここでは、「実施年度」「実施時期」を追加します。 

任意の項目を選択し、

[＞]をクリック 

してください 
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(4) 選択項目が[選択済項目]に追加されました。追加した項目の一覧内での表示位置を調節します。 

 

 

任意の項目を選択し、

[∧]や[∨]をクリック 

してください 
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(5) 調節が終了したら、[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[設定]ボタンをクリック

してください 
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(6) 次に検索を行うと、検索結果一覧は設定した項目が表示されています。 

 

 

「実施年度」「実施時期」が

追加されました 
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3. 【GX Ver10以降】棚割モデル情報詳細と採用店舗の一覧の出力 

(1) 【GX Ver10以降】では、棚割モデル情報の詳細と採用店舗の一覧が出力可能となりました。メニューボタン[マスター管理]を選択します。 

 

メニューボタン[マスター管理]が表示されていない場合には、メニュー[ユーティリティ]-[マスター管理]を選択してください。 

[マスター管理]を 

選択してください 
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(2) [マスター管理メイン画面]が表示されます。メニュー[エクスポート]-[テキストファイル]-[棚割モデル情報]-[棚割モデル一覧]-[チェーン棚割]

をクリックしてください。 
 

 

[チェーン棚割]を 

選択してください 
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(3) [テキストファイル出力  - チェーン棚割モデル一覧画面]が表示されます。[棚割モデル情報]の[参照]ボタンをクリックします。 

 

 

[参照]ボタンをクリック 

してください 
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(4) [名前を付けて保存画面]が表示されます。これから出力する棚割モデル情報ファイルのフォルダとファイル名を任意に決め、入力してくだ

さい。 

 

 

① 出力先のフォルダを 

決めます 

②出力先のファイル名を 

入力します 

③[保存]ボタンを 

クリックします 
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(5) [棚割モデル情報]にファイル名が設定されました。 

引き続き、[採用店舗情報]の[参照]ボタンをクリックし、同様にファイル名を設定します。 
 

 

こちらも同様に 

[参照]ボタンをクリックし 

ファイル名を設定してください 
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(6) [採用店舗情報]にファイル名が設定されました。 

出力設定を ONにし、出力対象データを選択します。「選択」ボタンをクリックします。 
 

 

チェックボックスを 

ONにします 
[選択]ボタンをクリック

します。 

「実施年度」「実施時期」が

追加されました 
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(7) [棚割モデル検索画面]が表示されます。任意の項目を設定し、棚割モデルを検索してください。 

出力対象としたいモデル群を、[選択結果一覧]に設定し[選択]ボタンをクリックします。 

 

 

③[選択結果一覧]に、 

出力対象に必要なモデルが 

揃ったか確認します。 

① 任意の検索項目を 

設定し[検索]ボタンを 

クリックします。 

②[検索結果一覧]から 

出力対象モデルを選択し 

下向きボタンをクリックします。 

④[選択]ボタンを 

クリックします。 
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(8) [テキストファイル出力  - チェーン棚割モデル一覧画面]に戻ります。選択したデータ数が反映されているのを確認し、[出力]ボタンをクリ

ックします。 

① [件数]を確認して

ください。 ②[出力]ボタンを 

クリックします。 
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(9) 終了すると[テキストファイル出力  – チェーン棚割モデル一覧  – 結果ログ表示画面]が表示されます。[ログ表示]ボタンをクリックし、結

果を確認してください。 

 
 

[ログ表示]ボタンをクリックし、 

結果を確認してください 
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(10) 出力されたファイルを確認してください。 

棚割モデル情報、採用店舗が一覧に出力されます。 

 
ファイル内容の詳細については、レコードフォーマット集(https://www.tanawari.jp/faq/0000000047?article_id=0000000040#target)をご確
認ください。目次より、以下の項目をクリックすると詳細が表示されます。 

III. 棚割関連レコードフォーマット 
  10.【棚割モデル一覧】 

https://www.tanawari.jp/faq/0000000047?article_id=0000000040#target
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※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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